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【レコードスケジュール早期設定の促進】
行政機関に対して内閣府大臣官房公文書管理課長通知を発
出し、法施行後に新たに作成・取得する行政文書ファイル等に
ついては、作成・取得したタイミングにおいてレコードスケ
ジュールを順次付与することを基本とし、法施行前に作成・取
得したものについては、保存期間満了に近いものから計画的
に進めていくことを要請するとともに、レコードスケジュール設
定状況について内閣府に報告を求めることとした。また、行政
機関の職員を対象とした研修では早期設定の重要性を説明す
るなど、早期設定の定着に向けた取組を実施。

【設定状況の調査を実施】
平成23年度末時点において管理する全行政文書ファイル等の
うちレコードスケジュールを設定した行政文書ファイル等数に
ついて、行政文書管理状況報告(各行政機関が作成し内閣府
に報告)事項に盛り込んだ調査を実施（平成24年３月28日）。

レコードスケジュール早期設定の促進、設定状況の調査を実施

公文書管理課長通知の送付により、行政機関に対してレコードスケジュールの付与の
タイミングを示すことにより、早期設定の促進に努めた。また、設定状況を内閣府への
報告事項に盛り込んだ調査を実施した。

平成23年度内閣府本府政策評価書（事後評価）

施策名 公文書管理制度の適正かつ円滑な運用〔政策１．適正な公文書管理の実施〕

達成すべき目標
公文書管理制度の推進により、行政文書等の適正な管理を図るとともに、公文書管理制度の円滑な運営と効果的・効率的
な実施を図る。

（内閣府23－1（政策１－施策①））

施策の概要
行政機関において公文書等の管理に関する法律（以下「法」という。）に基づく適正な文書管理がなされるとともに、歴史資料
として重要な公文書その他の文書（歴史公文書等）の確実な移管がなされるよう、公文書管理制度の適正かつ円滑な運用
を図る。

施策の予算額・執行額等

施策に関する評価結果

【目標の達成状況の検証】
レコードスケジュールの早期設定を促進する取組の実施や設定状況を内閣府への報
告事項とすることは、早期設定の定着を促すことになり、行政文書ファイル等を熟知し
た作成者(取得者)が歴史資料として重要な文書であるか否かの評価・選別に関与する
ことができるなどにより、行政文書等の誤廃棄の防止等行政機関における適正な文書
管理を行うことにつながる。また歴史公文書等（歴史資料として重要な公文書その他の
文書）の確実な移管に資することとなり、公文書管理制度の円滑な運営と効果的・効率
的な実施を図るという目標に進展をもたらすものと考える。

【今後の方向性】
本年度は法施行初年度であるため、行政機関に対し、レコードスケジュール早期設定
の推進と設定状況の調査を実施することを目標とし、24年度以降は行政機関において
管理する行政文書ファイル等のうちレコードスケジュールの設定を行ったものの数の割
合について、23年度の実績値を踏まえ、対前年度比で増加すべきものとして目標を設
定しているところ。早期設定を着実に定着させるため、引き続き周知を図るとともに、行
政文書管理状況報告の取りまとめを通じて行政機関における文書管理状況の精査、
検討、分析を行い、適正な文書管理の確保に取り組んでまいりたい。

行政機関において管理する行政文
書ファイル等の移管又は廃棄の措
置（レコードスケジュール）の設定状
況
→当該年度末時点において管理す
る全行政文書ファイル等のうち、レ
コードスケジュールを設定した行政
文書ファイル等数の割合（％）。
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担当部局名 政策評価実施時期 平成24年８月
公文書管理課長
小林　真一郎

行政機関から提出された行政文書管理状況報告の概要を取りまとめ、公文書管理委員会に報告を行い、公文書管理法の
運用状況について点検を行う予定である。
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